
Info：特別養護老人ホーム 梼原ふじの家（yusuhara-fujinoie） 

１．施設概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

開所 平成 3年 4月 1日 

（平成 12年度 30増床） 

施設名 特別養護老人ホーム 梼原ふじの家 

住 所 
〒785－0644 

 高知県高岡郡梼原町広野 636番地 4 

TEL 0889－65－0070 

FAX 0889－65－0054 

E-mail fujinoie@mg.pikara.ne.jp 

設置 

経営 

設置：社会福祉法人カルスト会 

経営：社会福祉法人カルスト会 

事業区分 内 容 等 

特別養護老人ホーム 定員 80人 

短期入所生活介護事業 定員 15人  ※送迎サービスあり（梼原町内全域） 

 

２．居室の概要 

居室・設備の種類 室数 備     考 

個室（1人部屋） 

 

（短期入所生活介護） 

 

 

面積 10.8～13.9 ㎡ 

全 27室 

 

（内、７室） 

 

２人部屋 

 

（短期入所生活介護） 

 

 

面積 17.4～18.4 ㎡ 

全１２室 

 

（内、３室） 

 

 

４人部屋 
 
（短期入所生活介護） 

 
 

面積 34.8～51.7 ㎡ 

全１３室 
 

（内、2室併用） 

 
 
 
 
 
 

 

合  計 ５２室 ※全室 冷暖房完備 

※居室の変更について 

利用者の心身・介護等の状況により居室を変更する場合があります。 
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３．居室以外の施設・設備等の概要 

 

施設・設備の種類 室数 備    考 

訓練室 ２ １階・２階 

地域交流ホール １ 1階 

食 堂 ４ 各グループ 

浴 室 ２ 一般浴室、特殊浴室 

便 所 １２ 

１階 

    旧館：３ヵ所   新館：２ヵ所・居室：３ヵ所 

     多目的トイレ：障害者トイレ（男女共用） 

２階 

    旧館：２ヵ所   新館：１ヵ所・居室１ヵ所 

相談室 １ 1階 

公衆電話 ２ １階・２階 

自動販売機 １ 玄関ホール 

消火その他災害対応 火災受信機、消防への緊急通報装置、スプリンクラー設備 

（その他の設備等） 事務室、洗濯室、宿直室、研修生宿泊室 

   

静養室（１階・２階） 地域交流ホール 
憩の場 

（各グループにあります） 

   

食堂（各グループにあります） 浴室（１階） 浴室（２階） 
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４．一週間のサービス形態 

 

特別養護老人ホーム 梼原ふじの家（平成２９年度）                                          ■特定曜日 

曜日 月 火 水 木 金 土 日 

日
課 

及
び 

活
動
等 

■入浴 
（午前・午後） 

 

 
■音楽体操 

 

 
 

■入浴 
（午前・午後） 

 

 
■音楽体操 

 

 

■入浴 
（午前・午後） 

 

 

■音楽体操 

 

 

 
 

■入浴 
（午前・午後） 

 

 
■音楽体操 

 

 

■入浴 
（午前・午後） 

 
 

■音楽体操 

 
 

 

■入浴 
（午前・午後） 

 

 
 

 

 

 

 

■ＰＴ（午後） ■内科診察（午後） 

 

  

 

   

 

喫茶（週 1 回） グループ行事（月１回） ドライブ（５月～10 月） 買い物（適時対応） 誕生会（毎月第 3 木曜日） ｹﾞｰﾑ大会(月 1 回) 

 

訪問理美容（3 ヶ月に 1 回程度）  ■苦情相談日（第４水曜日）   

食
事 

朝食 …  7：30（食堂） 

昼食 … 12：00（食堂）  ゆとり食＝11：30 

夕食 … 17：30（食堂）  ゆとり食＝17：00 

 
※調理形態については、ご相談ください。 

（療養食・カロリー調整可） 

 

年間の主な行事 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

茶会 

 

屋外昼食 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ 

 

 

※防災訓練 

施設内運動

会 

屋外昼食 

七夕祭り 

屋外昼食 

 

夏祭り 

 

 

 

※防災訓練 

敬老会 屋外昼食 

ｼｮｯﾋﾟﾝｸ 

 

 

※防災訓練 

茶会 

施設内運動

会 

 

 

もちつき 

歌謡ショー 

どんど焼き 

 

節分 

 

 

 

※防災訓練 

ひな祭り会 
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施設活動等のご紹介 

     

４月 

春の茶会 

５月 

屋外昼食 

５月 

ショッピングﾞ 

６月 

初夏のドライブ 

６月 

施設内運動会 

 

     

７月 

夏祭り 

９月 

敬老会 

９月 

敬老会での神楽 

１０月 

屋外昼食 

１０月 

秋のドライブ 

 

  
 

   

１１月 

秋の茶会 

１２月 

クリスマス 

１月 

新春記念撮影 

２月 

節 分 

３月 

ひな祭り会 

５・１０月 

防災訓練 
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５．食費・光熱水費 

食事別 食費 合計 備  考 

朝食 
（7：30～） 

280 

1,380 

食事形態 

 

主食：普通・軟飯・粥・ペースト粥 

副食：普通・きざみ・極きざみ 

ペースト菜 

水分：お茶・とろみ茶（薄→濃） 

水分ゼリー 

昼食 
（11：30～） 

550 

夕食 
（17：00～） 

550 

計 1,380 1,380 

※サービス利用を取り消した場合の食費について 

外出・外泊等の理由により、サービス利用を取り消し（キャンセル）する場合は、利用予定日の前日の 

午後 5時までに当施設にお申し出ください。 

 

 

６．介護給付費給付の対象外サービス 

種   類 内     容 料金 

1）町外の病院受診等 

嘱託医師の指示による町外の専門医等の受診及び入退院の

移送の対応はご家族様対応となります。 

○実費（個人負担金）  

実費 

2）介護給付費から支給さ

れない日常生活用品等 

食費、光熱水費、被服費、日用品費、その他の日常生活におい

ても通常必要となるものに係る費用であって、その入所者に負担

させることが適当と認められるもの。 

実費 

3）預かり金管理 
別途預かり金管理契約を締結していただき、これに従い管理を

行います。（預り金賠償保険掛け金の実費負担） 
実費 

4）理・美容料金 
理・美容師の出張によるサービス。 

H29.4.1現在 丸刈り（1,500円）、カット（2,500円） 
実費 

5）利用者（ご家族）の希望

による病院受診 

嘱託医師の指示に基づかない、医療機関への受診については、本人（ご家

族）で対応して頂きます。 
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７．医療・看護 

1）施設内診察 

毎週火曜日（13：00～17：00） ※祝祭日は除く。 

 診察又は処置が必要な方及び計画的受診（各診察日に分けて、全員が月

1回は受診するよう調整しています。） 

2）町外病院受診 
嘱託医師の指示による専門医等の受診及び定期的な受診や受診予約によ

る病院受診等。（家族対応） 

3）歯科受診 
年 1 回計画実施（全員対象）の歯科健診に基づく受診や、生活上の不具合

等により治療が必要と判断する方の受診。（※町外の病院受診は対象外） 

4）理学療法（PT） 月曜日（13：00～17：00） ※祝祭日は除く。 

5）特別な医療に該当す

る支援 

○喀痰吸引 … 有資格者による対応可 

○胃ろう造設、人口肛門・バルンカテーテル 他 

 医療情報提供に基づく判断や、個人により実態・治療中又は経過などあり

ますのでご相談ください。 

6）協力医療機関 
梼原町立国民健康保険 梼原病院 

国民健康保険 梼原歯科診療所 

 

 

■各種検診 

検診等 内  容 

全 
員 

対 

象 

1）循環器検診 基本：年 1回 

生活習慣病の早期発見・早期治療の為の検診です。 

検査項目は、腎機能・肝機能・脂質・血糖・血液・検尿・心電図が

あります。 

2）結核検診 基本：年 1回 

胸部エックス線直接撮影（協力医療機関）による検査を行いま

す。（6ヶ月以内の受診でエックス線撮影がある方は、嘱託医師に

相談の上行います。） 

3）インフルエンザ予防接種 基本：年 1回 

インフルエンザ予防接種について 

施設生活は、多くの利用者による集団生活であること及び、外

部の方の出入も日々ある中で、罹患・感染予防・感染拡大の予防

の為に実施するものであり、承諾書（別紙：インフルエンザ予防接

種の承諾書）により、当施設を利用中は、原則として毎年の接種

を受けて頂きます。 

尚、嘱託医師の問診により、状態によっては実施しないこともあ

ります。 
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８．個別援助計画 

作成の時期 説 明 ・ 内 容 

1）入所時 1）入所前の情報提供書類及び面接による利用者の状況・ご家族等の

意向を把握し、ケア会議を経て作成します。 

2）入所後（30 日を超える長期入院後の場合は、再利用含む。）30 日

以内について、利用状況等の評価及び今後の支援について必要な

調整・変更など、ケア会議において検討・協議します。 

2）定期又は必要時 1）定期 

サービス提供の開始後、サービス提供の実施状況等の把握を行うと

ともに、少なくとも６ヵ月に１回以上は評価（モニタリング）を行い、利

用者・ご家族等の意向を把握し、ケア会議を経て、援助計画の再作

成を行います。 

2）必要時 

利用者の心身の状況やご家族の意向等により、必要に応じて援助

計画の見直しや変更を行う場合があります。 

 

９．身体拘束 

当施設においては、原則として利用者に対する身体拘束及びその他の行動を制限することを禁止して

います。 

やむを得ず身体拘束を行う場合は、本人または他の利用者の生命、身体を保護するための措置とし

て、身体拘束廃止委員会を中心に充分検討を行い、身体拘束による心身の損害よりも、拘束をしないリス

クの方が高い場合で、切迫性・非代替性・一時性の３要素すべてを満たした場合のみ、本人・家族への説

明と同意を得るものとする。また、身体拘束を行った場合は、その状況について経過を記録し、できるだけ

早期に拘束を解除するよう努めています。 

1）やむを得ず身体拘束を行う場合 本人又は他の利用者の生命又は身体を保護するための措置

として、緊急やむを得ず身体拘束を行う場合には、本人及びご

家族等に対して、身体拘束の内容、目的、理由、時間、時間

帯、期間等を出来る限り詳細に説明し同意（緊急やむを得ない

身体拘束に関する説明書及び同意書）を得た上で行うものとし

ます。 

2）定期報告 身体拘束が長期（１ヶ月以上）になる場合は、身体拘束廃止

委員会での検討結果や状況・経過について報告書を作成し、本

人又は家族への報告と、ご意見等を聞くものとします。 

3）身体拘束の解除 身体拘束を継続する必要性がなくなった場合は、速やかに身

体拘束を解除します。その場合には、承諾（身体拘束の解除に

関する説明書及び承諾書）を得た上で解除します。 
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１０．施設入所までの流れ 

 

1）施設利用申込書の提出 ・施設利用（施設入所・短期生活介護入所）申込書 

 ホームページ「http://www.karusutokai.or.jp」の事業所紹介サイ

トから書式のダウンロードができます。 

○お住まいの市町村の居宅介護事業所、地域包括支援センター

窓口でご相談後提出（送付を含む）をお願いします。 

○ご本人又はご家族等から施設に提出（直接又は送付を含む）し

ていただくこともできます。 

2）申込書の提出があったことの

連絡・確認 

・当方の担当者より、ご本人又は申込者に申込書の提出があったこ

とについて連絡します。 

 提出された書類について、記入内容などの確認をする場合や、不

足している事項についてなどお願いする場合があります。 

3）待機者名簿に登録の判断 ・書類判断により、待機者名簿に登録（申込書の受理）します。この

場合、上位待機者についてはご連絡します。 

尚、当施設のサービス提供のノウハウを超える実状や、ご本人等

の希望されるニーズにお応えできないと判断する場合は、施設判

断についてご連絡の上、お断りすることがあります。 

4）面接の実施 ・待機者名簿の順位に基づき、入所調整を行うにあたり、事前にご

連絡の上、面接日時・場所について調整を行います。 

面接については、ご本人・ご家族関係者・現に利用している施設

等の担当者において実施することを原則としています。 

5）入所判定会議の開催 ・施設利用申込書類及び面接結果により、入所判定会議を開催

し、施設入所利用の可否について施設判断を決定します。この

結果については速やかにご連絡（ご本人又は申込者）します。 

6）入所日の調整 ・入所できる日時について、当方の担当者により確認します。この場

合、事前の準備・対応や施設利用契約手続きに関する事項など

の説明・手続きについてなど行います。 

7）入所 ・入所日については、施設サービス利用説明及び契約締結のほ

か、同意を得なければならない契約・書類がありますので、ご本

人はもとより関係者の来所が必須となります。 

8）その他 前記の事項の他、入所にあたり調整・確認・連絡等が必要な場合

は、ご本人・申込者等と連絡をとる場合があります。 

 


